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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 自然の村「あわ野山荘」管理運営 所
管

教育委員会

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

学務課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

条例・規則

なし

18.3

２５年度

　

区民が優れた自然環境の中で健康を保持するレクリエーションの場として活用する。
都市と山村（鹿沼市）の交流及び地域住民との交流を深める。

(人）年間延べ利用人数

17.9

1,793

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

東京都台東区自然の村施設の設置等に関する条例、同条例施行規則

施設設備等保守・清掃、消防設備保守・点検、機械警備、ごみ収集、産業廃棄
物処分、賄業務従事者検便、職員健康診断

　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

自然の村「あわ野山荘」は、昭和５２年に粟野町（現鹿沼市）と台東区が山村振興法に基づき「山村と都市協同の山村振興
モデル事業」として開設した社会教育施設であり、バーベキューやテニス、散策を通して都会にはない自然に親しむ場とし
て、また、親子キャンプ等イベントの会場としても利用できるよう施設を管理運営する。

（％）

 [施　　策]

社会教育登録団体、区内在住・在勤者、鹿沼市在住・在勤者

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

2,500

20.0

2,360

19.3

2,224

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

非常勤職員や臨時職員の雇用による効率的な運営に努めているが、本館外壁及び屋根塗装工事によりコス
ト増となった。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 24,487 21,769 27,535

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

区内では味わえない豊かな自然環境にある施設であり、前年度と比べて利用人数は増加した。

改善

評
価
結
果

空間放射線量が落ち着いてきたこともあり、団体利用が増えている。

2 現地住民の雇用により運営しているが、高齢化により従業員の確保が難しくなっている。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

運営方法の変更を含め、更なる効率化について検討を行う。

区民への主な情報発信源であるホームページを改善し、内容をわかりやすく、施設の詳しい情報を提供できるようにし
た。

目的達成度 3

必要性

17,846

7,615 8,025

1,284

25,477 31,067

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

2,341

1,292 1,191

2,416

20,478 23,823

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

利用率

指標の名称

16,578

5,196

28,428

　決算額　　(単位：千円) 21,226

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

19,519

8,704

205

2,567

1,374


